
第６回九州・沖縄地区狂犬病診断研修会 まとめシート
自治体名：

1. 放浪犬による咬傷事故後～確定診断までの対応について、実際に担当する機関・部署を以下のフローにご記
入ください。
下図以外のフローがある場合（または、その他必要なフローがある場合）には、各自追加してご記入ください。

以下のシナリオに基づき、ご自身の所属する自治体において実際に対応に当たる機関・部署等をご記入いただき、対応に必要な資材についても記述してください。

シナリオ１
• 県境の仮想自治体A町にて、放浪犬による咬傷事故発生（出血、病院受診）しました。
• また、同じ放浪犬に咬まれた飼育犬が動物病院を受診していました。
• 同地域では、近頃野生動物（特にアライグマ）の不審死が相次いでいるとの情報が警察署に寄せられて
いました。

• 加害放浪犬は経過観察中に疑わしい症状を呈して死亡し、狂犬病の確定診断が実施されました。
2. 加害放浪犬の確定診断までのフローと、アライグマについての調査および確定診断までのフローをご記入ください。

下図以外のフローがある場合（または、その他必要なフローがある場合）には、各自追加してご記入ください。

シナリオ２
• 経過観察中に死亡した放浪犬について、確定診断の結果、狂犬病陽性と診断されました。
• また、近頃のアライグマの不審死について、調査を行った結果、狂犬病陽性の個体が検出されました。

実際に連絡体制が構築されているフローを確認し、また現時点では連携体制が弱いと考えられる
フローを洗い出してください。
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